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ホームヘルパーステーション／ぼだいじ居宅介護支援センター／グルー
プホームぼだいじ／中央デイサービスしんあい／小規模多機能型居宅介
護　ぼだいじみんなの家／みなくちみんなの家（グループホーム、デイ
サービス、ケアプランセンター）／ぼだいじ訪問看護ステーション／デイ
ケアの家おしどり／ゆめとまの家おしどり／ふれあいの家おしどり／

寄付金・
後援会費
 感謝報告
2021年4月1日～
8月31日現在
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理事長挨拶
　コロナ禍での生活も一年半になり、高齢者へ
のワクチン接種も終わりもう収束するのではない
かと期待しておりましたが、感染力は増え続け外
出やイベントをすることが困難な状況です。
　そのような中でもお陰様で、職員・利用者様の

直接的な罹患もなく事業が継続できていますことに感謝でござ
います。
　この時代を、未来に繋がる基礎固めの時期と捉え、職員教育を
重点的に行っております。
　教育を通して、ブランディングの構築を進めてまいります。

　理事長　森口　茂

社員の力を活かす法人経営の実践
法人に誇りを持てるように職員教育に力を注ぐ

教育こそが職員の力を育てる

●ブランディングの向上

●具体的な教育実践の紹介

法人・職員のミッションを明確にする
職員に少し高い役割・目標を与える
そして　挑戦への意欲を持ってもらう

ミッション

その方向性に職員が共感していれば、
目標実現に向けて自分ができることに
挑戦していこうという意欲がわく

行　　動

職員が生き生きと働き、
自己成長に結びつけているような組織であれば
外部の方々の評価も上がり、
職員採用、利用者獲得に競争力が増す

向　　上

ミッション

目標 挑戦への
意欲

法人の描く未来像へ推進する力となる

①学ぶ会 月1回 読書会の開催
　相互に教え合う
②経営大学院 MBAの短期コース受講
　考え方を学び実践力を養う
③対外発表
　近畿老人福祉施設協議会研究大会で取り組み報告
④業務改善活動の取り組み
　一年を通して職場の課題解決・サービス力向上を目指す
⑤ノ－リフト・ケアの取り組み
　職員・利用者に優しい介助方法を身につける

近江ちいろば会HP 近江ちいろば会
インスタグラム

近江ちいろば会
FACE BOOKページ
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10 年永年勤続者の紹介
　近江ちいろば会創立 26周
年おめでとうございます。
　幼い頃からいつも祖母がそ
ばに居てくれて、その祖母が
亡くなった事が、介護の仕事
を始める大きなきっかけとな
りました。

　介護の仕事の経験も知識も全くない私が今まで
仕事を続ける事ができたのは、職場の方々や利用

者様、そして家族や沢山の人達のおかげだと 10
年を迎え、改めて感謝の気持ちでいっぱいです。
　利用者様と過ごす中で、相手の立場に立ち物事
を考え理解し、行動することの大切さを日々学ば
せて頂いています。	
　利用者様、家族様の思いや笑顔、そして一つ一
つの出会いを大切にして頑張っていきたいと思い
ます。これからもどうぞよろしくお願い致します。

中村 美紀

　近江ちいろば会、創立 26
周年おめでとうございます。
勤続 10年、あっという間の
気がしています。
　母のお世話の時、介護の知
識があればとの後悔から、仕
事をしながら講座を受けてい

ました。その後、ご縁があって「ぼだいじみんな
の家」が出来る時からお世話になり、今に至って
います。
　経験はなく、1年生の気持ちでいろいろ教わり、

いっぱい落ち込みましたが、その都度優しいフォ
ロー等の助けがあったから、今まで続けてこられ
たのだと思っています。
　「研鑽を積んで下さい。引き出しを増やして下さ
い。」との言葉。引き出しはあまり増えなかったけ
ど、日々の意識は変わっていきました。仕事をす
る中で尊敬できる人に出会い、目標にし、いろい
ろな教えに対して、とても素直な気持ちで向きあ
えたことが、今に繋がっていると思います。
　今までに出会った人、いろいろ教わることが出
来た職場に感謝します。ありがとうございます。

占部 とよみ

　入職した 2011 年から 10
年が経過し、近江ちいろば会
で色々な経験をさせていただ
きました。仕事ではデイサー
ビスで主に介護の仕事をして
いますが、真面目で熱意のあ
る方々から様々な考えや仕事

の仕方を教えていただきました。利用者の方々は
私が介護をすることによって「ありがとう」と感

謝の言葉を言ってくださる方や、愛情がこもった？
叱責をしてくださる方もおられました。私生活で
は私の好きなスポーツを通じて、マラソンや野球、
フットサル、スノーボードなどで色々な交流があ
りました。過去の自分を改めて振り返ると周りの
方々に恵まれていると実感します。これからも感
謝の気持ちを忘れず、日々成長して恩返し出来る
よう頑張っていきますのでこれからもよろしくお
願いします。

本郷 貴士

　近江ちいろば会、創立 26
周年、本当におめでとうござ
います。
　この 10年をふりかえって
みるとそれぞれの職場でたく
さんの事を学ばさせていただ
きました。

　入職した当時は小規模みんなの家での勤務でし
た。落ち着きがなくバタバタと動く私に上西所長
はよく利用者様に焦りを見せてはいけないと指導
してくださいました。認知症の方の関わり方など
たくさん勉強させていただき大変感謝しています。
　その後ヘルパーに異動になりました。訪問の経

験もありましたのですんなりと仕事には入れたの
ですが、	 ご家庭により対応が異なり悩んだ時には
羽賀所長には優しく相談にのっていただきました。
　そして現在デイサービスいこいに勤務させてい
ただいています。とても向上心が強く頼りがいの
ある竹内所長の下で認知症ケアについていろいろ
相談にのっていただきながら頑張っています。
　皆さんに支えていただき、なんとかここまでやっ
てこれました。介護の世界に入った私にとって、
とても充実した 10 年でした。これからも頑張り
ますのでよろしくお願いします。ありがとうござ
いました。

池本 恵美子



2020年度の決算報告
貸借対照表(全施設合計) 令和３年3月31日現在 （単位：円）

590,385,175

1,070,646,249

768,655,899

301,990,350

1,661,031,424

　流 動 負 債　

　固 定 負 債　

負 債 の 部 合 計

　 基 本 金 　

国庫補助金等特別積立金

そ の 他 の 積 立 金

次期繰越活動増減差額

（うち、当期活動増減差額）

純 資 産 の 部 合 計

負債及び純資産の部合計

流 動 資 産

固 定 資 産

（基 本 財 産）

（その他の固定資産）

資 産 の 部 合 計

69,530,607

115,317,694

184,848,301

92,980,024

361,421,344

70,966,096

950,815,659

88,021,554

1,476,183,123

1,661,031,424

資　産　の　部 負　債　の　部

純　資　産　の　部

事業活動計算書　令和２年4月1日〜令和３年3月31日 （単位：円）

サ ー ビ ス
活 動
増 減 の 部

サ ー ビ ス
活 動 外
増 減 の 部

サービス活動収益計

サービス活動費用計

サービス活動増減差額 

サービス活動外収益計

サービス活動外費用計

サービス活動外増減差額

当年度決算額
748,362,743

665,718,645

82,644,098

9,081,011

3,723,527

5,357,484

88,001,582

勘　　定　　科　　目

特別増減

の 部

繰越活動

増減差額

の 部

特別収益計

特別費用計

特別増減差額

当年度決算額
12,498,889

12,478,917

19,972

88,021,554

874,377,225

962,398,779

0

18,416,880

30,000,000

950,815,659

勘　定　科　目

財産目録
令和３年3月31日現在

590,385,175

1,070,646,249

流 動 資 産

固 定 資 産

69,530,607

115,317,694

1,476,183,123

流 動 負 債

固 定 負 債

差引純資産

（単位：円）

経 常 増 減 差 額

当 期 活 動 増 減 差 額

前期繰越活動増減差額

当期末繰越活動増減差額

基本金取崩額

その他の積立金取崩額

その他の積立金積立額

次期繰越活動増減差額

●収益性
＊経常増減差額率：11.8％
＊人件費比率：67.2％
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職員育成５つの取り組み
❶学ぶ会について

　学ぶ会では、毎月第三月曜日に 18時から一時間 15名程度の参加者で読書感想会を行っ
ております。
　今年のテーマの書籍はアドラ－の「嫌われる勇気」です。
　具体的な運営：�書籍そのものからの学びだけでなく、考えを共有し、相互に教え合うことで、

新たな気付きを得ることができます。
　　　　　　　　�事前に読み、考えをまとめる　→　参加者との対話を通じて「教わるのではなく教え合う」

　考えを言葉にする　　言語化　　　考えたことや感じたことを言葉にする力
　教訓を引き出す　　　教訓化　　　�ケ－スの登場人物や状況を客観的に分析し、そこから普遍的な教訓を

引き出し、原理原則化する
　自分に引き出す　　　自分化　　　�自分に当てはめるとどうか　自分はどう行動するか　ということまで

考える

　参加職員の感想としては、視点を変えてものを見ること、判断することに役立っています。

❷グロ－ビス経営大学院での学び
　これから社会は大きく変化していく中で、法人としてどのように考え、判断していく
べきか求められます。基本的論理的思考を身につけていただくように取り組んでいます。

３か月の短科コース受講〔７月～９月 オンライン受講〕
　受講者　　４名
　科　目　　クリティカル・シンキング
　目　的　　ビジネスを実践していく上での基礎体力を養う
　　　　　　�社会人に必要不可欠な論理思考力（ロジカルシンキング）を鍛える科目です。ロジカルシンキ

ングのスキルは、考え方を理解することは難しくないのですが、それらを実務で使えるレベル
まで身に付けるには数々のハードルが存在します。この科目では、数多くの演習とディスカッ
ションを通じてアウトプットを繰り返し、こうしたハードルを乗り越えます。

受講者の感想：今までこれだけ勉強したことは無い。課題を行うのにこれだけ悩んだことは無い。
　　　　　　　しかし、他の受講者との対話を通して論理的な考え方を身につけられている。

❸近畿老人福祉施設研究協議会に取り組み報告  2021 年８月
　2020年 2月に行われた業務改善報告会でQC大賞に輝いた取り組みを対外にも報告しました。
　報告事業所　　小規模多機能型居宅介護 ぼだいじみんなの家
　内　　　容
テ ー マ：「自立して動ける環境を考える ～環境とスタッフの意識～」
内　　容：�利用者の方が自らできる方もいる中で、事業所の環境やスタッフの関わりの中で自立を妨げてい

る要素があるか？ということを改善するために取組を行いました。
取り組み：�利用者様・事業所・職員のアセスメントを行うことから始めました。実際にアセスメントを行うと、

改善する箇所が明確となり、具体的対策もできました。動けるためのスペースを確保し、自分で
気づいて動ける環境（お茶を汲む工夫・ワゴンを活用してご自身で配膳・道
具の場所を分かりやすく、一日の予定を見易く）を作ることができました。

　　　　　�職員も利用者の方をよく見て、手を出しすぎず見守りや声掛けを行うことが
できるようになり、皆さんの活動量も増え、職員も成長させていただけたと
思います。今回の取組を行うことで活気づいた事業所となってきました。

❹業務改善員委員会の取り組み
　当法人のサービス利用者様や地域住民に、よい介護サ－ビスを提供し続けるため
に、職場全員が力を合わせて、業務の改善に取り組み、介護サ－ビスの質の向上お
よび業務体質の強化を図ることを目的としています。
　業務改善活動は、各職場における課題を明らかにし、現場で改善、解決に取り組む改善活動です。上司が課題を考え、
やらせるのではなく、利用者様の視点にたって課題を捉え、自らの活動で仕事のやり方を科学的手法で改善するものです。

QC的問題解決アプローチ
フロー図

開催時期　�５月より 12月の間に取り
組みます

　　　　　毎月１回　委員会の開催
ファシリテーター
　　　　　大石職員（中小企業診断士）
参 加 者　各事業所から委員 1名	
発 表 会　�２月には毎年、地域の民生

委員さんもお招きして発表
会を行っています

❺ノーリフティング・ケアの取り組み
　介護する側・される側双方において安全で安心なケアを行うために
ノーリフティング・ケアを推進しています。介護技術に関する人材育
成システムと労働安全衛生マネジメントの確立のため、認定理学療法
士がプロジェクトリーダーとなり以下の取り組みを行っています。

【人材育成】
・各事業所に推進リーダー配置
・介護技術習得のための研修動画の配信
・介護道場を設置し、認定理学療法士が直接指導
・介護技術チェックシートの活用　・外部研修への参加
【労働安全衛生マネジメント】
・リスクアセスメントの実施　・福祉用具・機器の導入
・ヒヤリハットの運用変更

YouTube で職員に動画配信

ハインリッヒの法則

データで悪さを
明確にする

目標の設定

活動計画の作成

要因の解析

対策の検討・評価

対策の実施

効果の確認

標準化

振り返り

（数値目標）

テーマ選定

現状の把握

原因追求型（問題解決型）QC ストーリー


